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会
長
あ
い
さ
つ

市
長
あ
い
さ
つ

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
健
や
か
に

新
春
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
老
人
福
祉
法
制
定
60

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
人
生
１
０
０
年
時

代
と
い
う
超
高
齢
社
会
に
お
い
て
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
果
た
す
役
割
は
今
後
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
健
康
長
寿
を
目

指
す
「
健
康
活
動
」
の
推
進
、
暮
ら
し

を
見
守
る
「
支
え
合
い
活
動
」
の
展
開
、

高
齢
期
を
豊
か
に
す
る「
生
き
が
い
活
動
」

の
充
実
、あ
ら
ゆ
る
世
代
と
連
携
し
た「
地

域
貢
献
活
動
」
の
推
進
、
高
齢
者
の
尊

厳
が
守
ら
れ
る
「
社
会
保
障
制
度
」
の

確
立
等
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が

掲
げ
た
重
要
事
項
の
実
践
を
展
開
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

令
和
５
年
５
月
８
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
５
類
感
染
症
に
移
行

し
た
こ
と
か
ら
、老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
も
よ

う
や
く
活
発
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
本
年

は
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
た
め
、皆

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
公
益
社
団
法
人
仙
台
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
並
び
に
会
員
の
皆
様
に

謹
ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
、
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
、
５
類
感
染
症
に

移
行
し
、
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、

制
限
の
な
い
活
動
的
な
日
常
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
年
に
な
り
ま
し
た
。
仙
台

を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ
る
、「
仙

台
青
葉
ま
つ
り
」や「
仙
台
七
夕
ま
つ
り
」

が
通
常
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
た
く

さ
ん
の
人
に
訪
れ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

で
、
ま
ち
に
も
賑
わ
い
が
戻
っ
て
来
た

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

ク
ラ
ブ
活
動
が
通
常
に
近
い
状
態
で
行

え
る
よ
う
に
な
り
、
仲
間
た
ち
と
の
交

流
も
再
開
出
来
た
こ
と
で
、
感
慨
も
ひ

と
し
お
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
こ
う
し

た
日
々
の
ク
ラ
ブ
活
動
や
大
会
を
通
じ

て
、
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
感

仙
台
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

会
長　

久
道
　
悦
子

仙
台
市
長 　

郡
　
　
和
子

魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
構
築
を

活
力
あ
る
地
域
社
会
を
目
指
し
て

様
に
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
取
り
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
活
動
を

精
査
し
正
副
会
長
会
、理
事
会
に
お
い
て

新
し
い
活
動
の
取
り
組
み
等
、
活
発
に
意

見
交
換
を
し
、
魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
の
構
築
を
展
開
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

昨
年
よ
り
人
気
の
e
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
、
各
区
で
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
、

室
内
で
の
ペ
タ
ン
ク
競
技
そ
の
他
等
、

高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地

域
で
で
き
る
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
生
ま
れ
る

こ
と
を
理
解
し
、
共
有
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

仙
老
連
会
員
の
皆
様
に
は
生
涯
現
役
、

何
よ
り
も
健
康
第
一
に
、
身
近
な
仲
間
と

支
え
合
い
な
が
ら
年
を
重
ね
て
い
け
た

ら
素
敵
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

引
き
続
き
仙
老
連
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

じ
な
が
ら
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
活
躍
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
の

進
展
や
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
増
加

な
ど
、
様
々
な
社
会
環
境
の
変
化
を
踏

ま
え
、
現
在
、
令
和
６
年
度
か
ら
３
カ

年
を
計
画
期
間
と
す
る
「
仙
台
市
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
�
介
護
保
険
事
業
計

画
」
の
策
定
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、
各
種
施
策
を
展

開
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
地
域
に
根
ざ

し
た
活
動
を
担
っ
て
い
る
老
人
ク
ラ
ブ

の
皆
様
に
果
た
し
て
い
た
だ
く
役
割
は
、

重
要
性
を
増
し
て
く
る
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
貴
連
合
会
、
会
員
の
皆
様

に
は
、
今
後
と
も
活
力
あ
る
仙
台
の
ま

ち
づ
く
り
に
お
力
添
え
賜
わ
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
も
貴
連
合
会
の
更
な

る
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
活
躍
、

ご
健
勝
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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私たちは仙台市老人クラブ連合会を応援しています（西部版）

　

令
和
５
年
11
月
８
日
（
水
）、
９

日
（
木
）、
秋
田
県
秋
田
市
に
お
い

て
老
人
福
祉
法
制
定
60
周
年
記
念
第

52
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
、
全

国
か
ら
約
１
４
０
０
人
が
出
席
の
も

と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
式
典
で
は
、
全
国
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
（
全
老
連
）
村
木
厚

子
会
長
か
ら
「
地
域
社
会
全
体
に
老

人
ク
ラ
ブ
の
存
在
意
義
と
活
動
に
つ

い
て
情
報
発
信
し
、
と
も
に
活
動
す

る
仲
間
を
増
や
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
老
人
ク
ラ
ブ

育
成
功
労
者
、
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
、

連
合
会
等
に
対
し
て
、
全
老
連
会
長

か
ら
会
長
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
に
お
い
て
も
長
年
の
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
が
評
価
さ
れ
、
山
崎
光
男

仙
老
連
監
事
と
佐
々
木
忠
雄
仙
老
連

副
会
長
の
お
二
人
が
全
老
連
会
長
表

彰
育
成
功
労
表
彰
を
、
宮
城
野
区
老

連
高
砂
地
区
福
室
福
寿
会
（
内
海
運

雄
会
長
）
が
全
老
連
会
長
表
彰
優
良

老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
を
、
青
葉
区
老
連

中
山
川
平
地
区
老
連
（
郷
古
み
ち
子

会
長
）
が
全
老
連
会
長
表
彰
優
良
郡

市
区
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

老
人
福
祉
法
制
定
60
周
年
記
念

第
52
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

今
回
、
秋
田
県

で
の
全
国
老
人
ク

ラ
ブ
大
会
に
お
い

て
、
全
国
表
彰
を

受
け
た
こ
と
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
で
の

活
動
に
対
し
て
評
価
さ
れ
た
こ
と
、

仙
台
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　�

監
事
　
山
崎
　
光
男

全国から会員1400人が参集

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰
　

育
成
功
労
表
彰

こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
り
ま
す
。
日

常
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
地
道
に

行
っ
た
こ
と
が
表
彰
の
対
象
に
な
っ

た
も
の
と
感
激
し
て
お
り
ま
す
。

我
々
老
人
ク
ラ
ブ
の
一
員
と
し
て
、

会
員
の
皆
さ
ん
に
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
時
の

喜
び
と
楽
し
さ
が
心
に
残
る
活
動
を

し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
や
積
極
的
に

仲
間
に
入
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
、

大
い
に
喜
び
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
老
人
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
は
、

会
員
の
自
然
減
少
が
進
み
、
会
員
の

増
強
が
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い

の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
環
境
の
中
で
、
今
後
の
老
人
ク
ラ

ブ
を
正
常
に
運
営
し
て
い
く
こ
と
に

力
を
入
れ
る
必
要
が
出
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
関

し
て
は
、
役
員
一
同
ア
イ
デ
ィ
ア
と

知
恵
を
絞
っ
て
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性

化
に
大
い
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
会
員
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
協
力

が
あ
っ
て
成
り
立
つ
も
の
で
す
。

今
後
と
も
会
員
一
人
一
人
に
寄
り

添
っ
て
、と
も
に
活
動
の
場
を
広
げ
、

積
極
的
な
活
動
の
場
を
展
開
す
る
所

存
で
お
り
ま
す
。
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私たちは仙台市老人クラブ連合会を応援しています（西部版）

大
会
で
は
、
秋

田
県
の
老
人
ク
ラ

ブ
の
発
表
が
あ

り
、
演
ず
る
人
た

ち
の
表
情
が
手
に
取
る
よ
う
に
見

え
、
大
変
感
動
し
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
感
動
を
感
じ
た
の
は
、
自
分
が

老
人
ク
ラ
ブ
に
い
た
か
ら
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
私
は
、
若
手
委
員
会
の

立
ち
上
げ
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
理
事
会
に
若
手
の
意
見
を
反
映

で
き
る
よ
う
若
手
部
長
が
参
加
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ

の
年
に
老
人
ク
ラ
ブ
の
愛
称
「
伊
達

な
ク
ラ
ブ
仙
台
」
を
選
定
し
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
会
員
に
受
け
入
れ
ら
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
賞
を
受
賞
で
き
た
の

は
、
先
輩
や
周
り
の
人
の
お
か
げ
で

あ
り
ま
す
。
皆
様
に
感
謝
し
、
さ
ら

に
連
携
を
強
め
て
い
こ
う
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

仙
台
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�
副
会
長
　
佐
々
木
忠
雄 

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰
　

育
成
功
労
表
彰

「
の
ば
そ
う
！

健
康
寿
命
、
担
お

う
！
地
域
づ
く
り

を
」
の
メ
イ
ン

テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
た
第
52
回
全
国

老
人
ク
ラ
ブ
大
会
で
、
私
た
ち
の
福

室
福
寿
会
が
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大

会
会
長
表
彰
の
栄
に
浴
し
ま
し
た
こ

と
は
、
会
員
一
同
、
何
よ
り
の
喜
び

で
あ
り
ま
す
。

会
員
と
し
て
こ
れ
ま
で
盆
栽
、
舞

踊
、
民
謡
、
将
棋
、
カ
ラ
オ
ケ
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
�
ゴ
ル
フ
、
写
真
部
等
を

創
部
し
て
会
員
と
一
緒
に
和
を
図
り

な
が
ら
活
動
し
て
き
た
事
が
評
価
を

い
た
だ
い
た
の
か
な
と
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
会
員
一
人
ひ

と
り
が
、
会
活
動
に
参
加
し
、
明
る

く
楽
し
い
思
い
出
づ
く
り
に
し
て
い

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
受
賞
に
際
し
て
ご
尽
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
久
道
会
長
は
じ
め

関
係
各
位
、
事
務
局
に
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

宮
城
野
区
福
室
福
寿
会

�

会
長
　
内
海
　
運
雄

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

優
良
郡
市
区
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰

青
葉
区
中
山
川
平
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長
　
郷
古
み
ち
子

　
　
　
　
　
　
　

秋
も
深
ま
る
11

月
、
秋
田
県
秋
田

市
で
開
催
さ
れ
た

第
52
回
全
国
老
人

ク
ラ
ブ
大
会
に
て
表
彰
を
い
た
だ
き

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
地
区
老
連
（
新
米
）
会
長
の
私

に
と
っ
て
と
て
も
刺
激
に
な
っ
た
大

会
で
し
た
。
健
康
づ
く
り
や
友
愛
活

動
等
の
活
発
な
地
区
老
連
だ
と
自
負

し
て
い
た
も
の
の
、
大
会
で
他
の
ク

ラ
ブ
の
活
動
発
表
か
ら
、
そ
の
地
域

な
り
の
よ
り
活
発
な
取
り
組
み
等
に

大
い
に
鼓
舞
さ
れ
ま
し
た
。

秋
田
観
光
の
時
間
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
開
催
地
活
動
発
表
で
の

民
謡
や
踊
り
、
寸
劇
、
農
村
仕
事
着

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
等
で
秋
田
を
十

分
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
秋
田
県
老
連

の
皆
様
の
郷
土
愛
や
パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ

れ
ま
し
た
。
大
会
で
得
た
前
向
き
な

気
持
ち
を
自
分
の
地
区
老
連
に
持
ち

帰
り
、
ク
ラ
ブ
活
動
を
引
き
続
き
楽

し
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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私たちは仙台市老人クラブ連合会を応援しています（西部版）

～59（0.5％）不明
（未記入0.3％）

70～74
（13.5％）

75～79
（21.5％）

80～84
（27.5％）

85～89
（20.6％）

90～
（10.7％）
90～

（10.7％）

65～69
（4.6％）

60～64（0.8％）

②会員年齢構成（全体）

会員年齢構成（男性）

～59（0.4％）

70～74
（13.3％）

75～79
（21.4％）

80～84
（27.1％）

85～89
（21.7％）

90～
（10.7％）
90～

（10.7％）

65～69
（4.5％）

60～64（0.9％）

会員年齢構成（女性）

　単老実態調査へのご協力ありがとうございまし
た。仙老連、区老連の適切な運営の確保と単位老人
クラブの活動を的確にサポートするため、単老実態
調査を実施しております。令和 5 年 4 月 1 日現在
の単老の主な状況は以下のとおりです。

課題が数字で明らかに課題が数字で明らかに単老実態調査単老実態調査
①単老数・会員数

青葉区 宮城野区 若林区 太白区 泉区 計

単老数 36 10 26 49 31 152

会員数 1,219 458 860 1,674 1,623 5,834

③会長在任年数
会長在任年数 青葉区 宮城野区 若林区 太白区 泉区 総計

30 ～ 34 年 1 0 0 0 0 1 0.7%

25 ～ 29 年 0 0 0 0 0 0 0.0%

20 ～ 24 年 0 0  0 0 0 0 0.0%

15 ～ 19 年 3 1 1 4 2 11 7.2%

10 ～ 14 年 6 1 3 3 2 15 9.9%

5 ～ 9 年 8 5 9 15 11 48 31.6%

5 年未満 18 3 13 27 16 77 50.6%

合計 36 10 26 49 31 152 100.0%

～59（0.6％）

70～74
（13.9％）

75～79
（21.9％）

80～84
（28.3％）

85～89
（19.2％）

90～
（10.7％）
90～

（10.7％）

65～69
（4.8％）

60～64（0.6％）
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私たちは仙台市老人クラブ連合会を応援しています（西部版）

若手会員の意識調査の集計結果若手会員の意識調査の集計結果
　仙老連の次代を担う 75 歳未満の会員が、どのようなことに興味・関心を持ち、どういった活動をして
いきたいのか状況を把握し、今後の仙老連の活動に役立てるため意識調査を行いました。調査の集計結果
をお知らせします。
　調査の対象となった会員は 1,300 人です。447 人から回答をいただきました。（区名、単老名を記入し
ていない人が 11 人いました。）回答率は 34.3％です。
　設問ごとの回答状況は以下のとおりです。※ N は回答合計数です。

①伊達なクラブ仙台（老人クラブ）に入会した理由
　青葉区では「自分から進んで」
が一番多くなっています。入会理
由としては、地域の人と仲良く暮
らしたい、老後を楽しくしたい、
社会とのつながりを持ちたいと
いった理由を挙げた方が多くなっ
ています。
　宮城野区では「自分から進んで」
が一番多くなっています。入会理
由としては、地域社会とのつなが
り、友人を作りたい、人付き合い
を理由に挙げた方が多くなってい
ます。
　若林区では「地域の会員に進め
られて」が一番多くなっています。
入会理由としては、人付き合いと

か、地域の人と仲良く暮らしたい、活動したいといった理由を挙げた
方が多くなっています。
　太白区では「自分から進んで」が一番多くなっています。入会理由
としては、地域とのつながり、仲良くしたいを理由に挙げた方が多く
なっています。
　泉区では「サークル活動に入りたいため」が一番多くなっています。
入会理由としては、友達が欲しかった、近所の人との付き合いがほと
んどなかったのでといった理由を挙げた方が多くなっています。
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私たちは仙台市老人クラブ連合会を応援しています（西部版）

②入会してどうでしたか。

　青葉区では、楽しかったと回答した理由として、サロン会、旅行会、誕生会などに参加するのはもちろん、

何よりも話ができる、コミュニケーションがとれることが一番楽しいと回答した方が多くなっています。

　宮城野区では、楽しかったと回答した理由として、行事への参加、話ができる、体を動かせる、和気あ

いあいと楽しい時間を過ごせると回答した方が多くなっています。

　若林区では、楽しかったと回答した理由として、先輩や後輩の話が聞けて勉強になると回答した方が多

くなっています。

　太白区では、楽しかったと回答した理由として、人と会える楽しさ、地域のことが分かる先輩や後輩の

話が参考になる、毎日が充実し、心身共に健康になったと回答した方が多くなっています。

　泉区では、皆さんとの会話がとても楽しい、地域の情報も知ることができる、会が一丸となって挑める

行事があるので楽しみであると回答した方が多くなっています。

　設問は、③現在、趣味や活動を何か行っていることがあればお聞かせください。④伊達なクラブ仙台（老

人クラブ）の活動に対する意見をお聞かせください。また、これからやりたいと思っていることがあれば、

お聞かせください。もありましたが、紙面の都合上、これらは仙老連情報紙でお知らせいたします。

第127号7 伊達なクラブ仙台伊達なクラブ仙台



　令和５年９月８日、シェルコムせんだいにて第 41 回仙老連ゲートボール大会及び第 15 回仙老連ペ
タンク大会が開催されました。和気あいあいとした中でも試合に集中する選手たちの真剣さが伝わっ
てきました。

ゲートボール入賞の方々 ペタンク入賞の方々 最高齢者・選手宣誓の方々

◆最高齢者　（敬称略）
ゲートボール　　男性：石川　　昇　89 歳（泉区西部）　　女性：石川　陽子　87 歳（泉区西部）
ペ タ ン ク　　男性：武田　鋭男　88 歳（若林区沖野）　女性：加藤　せつ　88 歳（泉区南光台）

◆参加人数及び参加チーム数
ゲートボール　　65 名　10 チーム ( 若３、太１、泉６）
ペ タ ン ク　　73 名　20 チーム ( 青 10、若 4、太 2、泉 4）

第41回仙老連ゲートボール大会及び
第15回仙老連ペタンク大会

ペタンク 区・地区 チーム名
1 位 優　勝 青葉区八幡 八幡イーグルス

2 位 準優勝 青葉区宮城東部 明朗会Ｂ

3 位 優秀賞 泉区北 将寿会

4 位 優良賞 太白区東中田 若人チーム

ゲートボール 区・地区 チーム名
1 位 優　勝 若林区南材 南材チーム

2 位 準優勝 泉区南光台
南光台第二天寿会

南光クラブ

3 位 優秀賞 泉区西一 南中山かたくり会

結　果 結　果
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選手宣誓 最高齢者の方々 

　令和 5 年 10 月 25 日、シェルコムせんだいにて第 13 回仙老連グラウンド・ゴルフ大会が開催され
ました。日頃の練習の成果が発揮され、ホールインワンをして喜んだ人など楽しくにぎやかな大会で
した。

◆最高齢者　（敬称略）
男性：鈴木　大三　91 歳（青葉区桜ヶ丘）　　  女性：山崎　英子　93 歳（太白区西多賀）
ホールインワン賞　44 名

◆参加人数
156 名（青 35、宮 15、若 24、太 49、泉 33）　

男性の部 打数 女性の部 打数
1位 優　勝 若林区沖野 武田　鋭男 32 太白区長町 佐藤　洋子 35
2位 準優勝 青葉区宮城東部 小松　幸雄 35 宮城野区鶴ヶ谷 山形　弘子 35
3位 優秀賞 太白区郡山 瀧口　光男 38（2） 太白区長町 菊地　柰子 37
4位 優良賞 若林区沖野 宮原　徹司 38（1） 太白区東中田 野上とき子 39
5位 敢闘賞 青葉区中山川平 芳賀　章敏 39 青葉区中山川平 三浦ひろ子 40

※（　）内は最小打数の数   ※女性の部はニアピンゲームで優勝が決まりました。

結　果 （敬称略）

第13回　仙老連グラウンド・ゴルフ大会　

男性の部　入賞の方々 女性の部　入賞の方々 
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私たちは仙台市老人クラブ連合会を応援しています（西部版）

♫
さ
ん
さ
時
雨　

萱
野
の
雨
か

…
…
ハ
～
メ
デ
タ
イ
メ
デ
タ
イ

通
町
地
区
老
連
恒
例
、第
45
回
「
演

芸
大
会
」
の
幕
開
け
で
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
も
、
会
員
減
少
、

高
齢
化
に
も
負
け
ず
、
休
む
こ
と
な

く
続
け
て
き
た
お
楽
し
み
会
で
す
。

演
歌
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
、
舞
踊
、
オ

カ
リ
ナ
な
ど
な
ど
演
目
数
20
を
今
年

も
キ
ー
プ
で
き
ま
し
た
。
会
場
と
一

緒
に
歌
う
歌
は
朝
ド
ラ
に
ち
な
ん
で

東
京
ブ
ギ
ウ
ギ
、
銀
座
カ
ン
カ
ン
娘
、

東
京
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
を
選
ん
だ
け
れ

ど
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
で
３
曲
目
に
は
息

切
れ
寸
前
。
大
笑
い
し
な
が
ら
歌
い

ま
し
た
。
来
年
は
ス
ロ
ー
テ
ン
ポ
な

曲
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

丹
野
と
み
子
会
長
指
導
の
リ
ハ
ビ

リ
体
操
で
体
を
ほ
ぐ
し
、「
北
国
の
春
」

を
全
員
で
合
唱
し
終
了
し
ま
し
た
。

45
年
前
、
先
輩
方
が
始
め
た
「
演

芸
大
会
」
を
今
年
も
無
事
開
催
し
、

歴
史
を
つ

な
い
で
い

け
た
こ
と

に
一
安
心

で
き
ま
し

た
。

通
町
地
区
老
連

 

会
計
　
今
野
　
廣
子

青葉区
「
演
芸
大
会
」
始
ま
り
始
ま
り

◎
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加

10
月
31
日
（
火
）、
仙
台
サ
ン
プ
ラ

ザ
ホ
ー
ル
で
宮
城
野
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
鶴
ヶ
谷
地
区
老
連
か
ら
鶴
陽
会
が

合
唱
で
参
加
し
ま
し
た
。
当
初
は
12
名

の
参
加
予
定
で
し
た
が
体
調
不
良
の
連

絡
が
次
々
と
入
り
、
８
名
で
歌
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
と
相
談
し
、
休
ん
で
い
る
仲

間
の
分
ま
で
大
き
な
声
を
出
し
て
歌
い

ま
し
ょ
う
と
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
ま
し

た
。
結
果
と
し
て
は
音
響
効
果
に
も
助

け
ら
れ
2
曲
と
も
無
事
に
歌
い
終
わ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◎
お
り
づ
る
茶
話
会
開
催

11
月
５
日
（
日
）
に
当
会
女
性
部
が

中
心
と
な
っ
て
初
め
て
「
お
り
づ
る
茶

話
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
予
想
以
上

の
参
加
者
が
あ
り
会
員
以
外
の
方
も
３

名
程
参
加
い
た
だ
き
お
し
ゃ
べ
り
に
花

が
咲
き
ま
し
た
。

時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
、

お
か
げ
様
で
新
し
い
会
員
が
１
人
増
え

る
結
果
と
な
り
、
参
加
者
全
員
大
喜

び
で
し
た
。
４
年
ぶ
り
に
巣
ご
も
り
か

ら
解
放
さ
れ
ス
ト
レ
ス
解
消
の
お
役
に

立
て
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

年
度
内
に
も
う
一
度
開
催
で
き
る
よ
う

準
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◎
今
年
２
回
目
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

開
催11

月
11
日
（
土
）、
今
年
２
回
目
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
場
所
は
地
元
の
ひ
ょ
う
た
ん
沼
周

辺
を
歩
き
集
会
所
に
戻
る
コ
ー
ス
に
設

定
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
19
名
で
お

し
ゃ
べ
り
を
交
わ
し
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
楽
し
み
、
集
会
所
で
お
茶
と
お

に
ぎ
り
を
食
べ
な
が
ら
年
内
に
予
定
さ

れ
い
る
行
事
を
話
題
に
話
が
弾
み
ま
し

た
。
少
し
寒
さ
を
感
じ
ま
し
た
が
好
天

に
恵
ま
れ
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

鶴
ヶ
谷
地
区
老
連

 

鶴
陽
会　

会
長
　
東
海
林
勝
敏

宮城野区

心
も
話
も
弾
む

仲
間
と
の
活
動

丹野とみ子会長の艶やかな舞
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私たちは仙台市老人クラブ連合会を応援しています（西部版）

寒
空
が
続
い
て
い
た
天
気
が
め
ず

ら
し
く
風
も
な
く
温
か
い
陽
ざ
し
が

届
い
て
最
良
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
日
和

と
な
っ
た
の
が
11
月
15
日
（
水
）
で

す
。喜

び
勇
ん
で
せ
ん
だ
い
農
業
園
芸

セ
ン
タ
ー
に
行
き
ま
し
た
。
入
口
を

入
る
と
左
側
に
大
き
な
わ
ら
ア
ー
ト

の
ラ
イ
オ
ン
が
今
に
も
「
ガ
オ
ー
」

と
言
わ
ん
ば
か
り
に
迎
え
て
く
れ
ま

す
。
バ
ラ
の
花
を
見
た
り
、
小
高
い

丘
に
登
っ
た
り
し
て
散
策
し
、
あ
ち

ら
こ
ち
ら
に
あ
る
表
情
豊
か
な
大
き

い
ゴ
リ
ラ
、
小
さ
な
ウ
サ
ギ
、
そ
し

て
怪
獣
た
ち
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
わ
ら

ア
ー
ト
に
ふ
れ
て
心
を
癒
さ
れ
ま
し

た
。
池
に
行
く
と
、
ま
っ
白
で
優
雅

な
白
鳥
や
カ
モ
が
飛
来
し
て
お
り
大

に
ぎ
わ
い
で
す
。
畑
は
土
の
手
入
れ

が
さ
れ
て
い
て
次
の
活
躍
に
向
け
て

準
備
し
て
い
ま
す
。

私
は
植
物
に
疎
い
の
で
す
が

「
ジ
ュ
ズ
サ
ン
ゴ
」
と
い
う
鉢
植
え

を
手
に
入
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
成

長
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
頑
張
っ
て
み
ま
す
。

み
ん
な
で
ゆ
っ
く
り
セ
ン
タ
ー
内

を
ま
わ
り
、
好
日
庵
に
戻
っ
て
お

し
ゃ
べ
り
会
の
続
き
で
す
。
と
て
も

貴
重
な
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

〇 

毎
月
２
回
（
第
１
金
曜
日
�
第
４

金
曜
日
）
10
時
～
12
時
ま
で

〇 

会
員
お
よ
び
町
内
の
高
齢
者
を
対

象昨
年
（
令
和
４
年
４
月
）
高
齢
者

相
互
支
援
活
動
モ
デ
ル
地
区
選
定
を

受
け
、
地
域
高
齢
者
の
家
庭
訪
問
な

ら
び
に
見
守
り
を
中
心
に
活
動
を
開

始
い
た
し
ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ん

の
ご
要
望
は
「
み
ん
な
で
一
緒
に
集

ま
り
い
っ
ぱ
い
お
話
を
し
た
い
な
あ

～
」
と
の
こ
と
か
ら
、
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
�
社
会
福
祉
協
議
会
�
民
生

委
員
�
町
内
会
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

い
た
だ
き
「
お
し
ゃ
べ
り
亭
」
を
開

き
ま
し
た
。

開
い
て
１
年
５
カ
月
、
毎
回
15
～

20
名
の
皆
さ
ん
が
集
い
、
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
�
健
康
体
操
�

ゲ
ー
ム
�
カ
ラ
オ
ケ
�
脳
ト
レ
等
々

楽
し
く
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

遠
見
塚
福
寿
会

 

　

副
会
長　

青
木
久
美
子

若林区

わ
ら
ア
ー
ト
に
会
い
に

（
最
良
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
日
和
）

平
渕
南
天
会

 

会
長
　
澤
田
　
邦
夫

太白区

平
渕
南
天
会

お
し
ゃ
べ
り
亭
開
設

今年７月会員・子供会（小中）・町内会
の皆さんで七夕飾りを作った写真です

迫力あるアートに釘付け
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私たちは仙台市老人クラブ連合会を応援しています（西部版）

寺
岡
団
地
造
成
か
ら
３
年
経
過

し
、
昭
和
59
年
１
月
、
寺
岡
寿
会
が

設
立
さ
れ
、
お
か
げ
様
で
創
立
40
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
当
初
活
動
場
所

探
し
等
不
便
で
あ
っ
た
由
。
念
願
の

「
憩
の
家
」
が
や
や
遅
れ
て
設
置
譲

渡
さ
れ
ま
し
た
。
平
屋
作
り
、和
風
�

畳
の
間
�
座
卓
�
座
布
団
の
活
動
原

点
で
し
た
。

屋
内
は
書
道
�
囲
碁
�
カ
ラ
オ
ケ

等
、
屋
外
で
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が
始

動
し
ま
し
た
。「
憩
の
家
」
施
設
を

保
有
で
き
た
お
か
げ
で
、
会
の
活
動

運
営
が
潤
沢
に
で
き
て
い
る
こ
と
に

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
会
員

１
３
６
人
、20
ク
ラ
ブ
が
活
動
中
で
、

最
多
会
員
数
は
40
人
の
麻
雀
ク
ラ
ブ

が
に
ぎ
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

５
年
前
か
ら
高
齢
者
の
転
倒
事
故

防
止
目
的
に
寿
健
康
体
操
「
椅
子
着

席
�
フ
レ
イ
ル
予
防
体
操
」
を
新
設

し
、
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
過
程
の

中
に
、
認
知
症
予
防
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

部
分
を
挿
入
し
、
笑
い
も
伴
う
健
康

体
操
で
す
。

今
は
ス
マ
ホ
時
代
で
す
。紙
不
要
�

生
活
様
式
は
大
変
化
し
て
い
ま
す
。

「
e
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
新
設
可
能

か
と
提
案
あ
り
、
ハ
テ
、
い
か
が
な

も
の
か
と
。

寺
岡
寿
会

 
会
長
　
山
本
　
千
尋

泉区

40
年
活
動
の
変
貌
を

顧
み
て

百花クラブの活動の様子

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
、
幅
広
い
年
代
か

ら
注
目
を
集
め
て
お
り
、
シ
ニ
ア
層

に
向
け
た
取
り
組
み
も
全
国
で
進
ん

で
い
ま
す
。
仙
台
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
で
も
、
各
区
で
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
体

験
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
音

楽
に
合
わ
せ
て
太
鼓
を
叩
く
ゲ
ー
ム

で
す
。
初
め
て
ゲ
ー
ム
を
す
る
方
が

ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
楽
し

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
実
施
！

活
動
紹
介

活
動
紹
介

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会

ん
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

宮城野区
中央市民
センター
会場

太白区
中央市民
センター
会場

青葉区川平壮寿会会場
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私たちは仙台市老人クラブ連合会を応援しています（西部版）

仙
老
連
で
は
毎
年
滝
本
耕
平
先
生

を
お
招
き
し
、
健
康
歌
謡
教
室
を
開

催
し
て
お
り
ま
す
。
大
き
な
声
で
歌

う
こ
と
は
肺
機
能
の
強
化
と
脳
の
活

性
化
を
促
し
、
健
康
に
良
い
と
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、会
員
の
皆
様
の
健
康
増
進
、

生
き
が
い
づ
く
り
地
域
活
性
化
の
一

９
月
30
日
（
土
）
勾
当
台
公
園
市

民
広
場
を
会
場
に
、
第
25
回
仙
台
市

高
齢
者
生
き
が
い
健
康
祭
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
宮

城
野
区
老
連
、
若
林
区
老
連
、
泉
区

老
連
の
会
員
に
よ
る
踊
り
や
レ
ク
ダ

ン
ス
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
若
手
部
の
企
画
に
よ
る
伊

達
な
ク
ラ
ブ
仙
台
の
活
動
写
真
の
展

示
が
行
わ
れ
、
来
場
者
に
「
会
員
に

な
り
ま
せ
ん
か
」
と
声
を
掛
け
て
い

ま
し
た
。

滝本耕平さんと泉区老連「仙台音頭」

宮城野区老連「ティ・アモ～風が吹いて～」

曲の説明に聞き入る

若林区老連「北酒場」
歌う前の準備運動

各区の活動を写真でアピール 名乗りを上げた３人

楽
し
く
歌
っ
て
脳
の
活
性
化

華
や
か
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露�

健
康
歌
謡
教
室

仙
台
市
高
齢
者
生
き
が
い
健
康
祭

活
動
紹
介

活
動
紹
介

活
動
紹
介

活
動
紹
介

環
と
し
て
い
ま
す
。
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私たちは仙台市老人クラブ連合会を応援しています（西部版）

社
会
奉
仕
の
日
の
活
動
お
疲
れ
様
で

し
た
。

今
年
も
ま
た
、
会
員
の
皆
様
の
日
頃

か
ら
地
域
に
対
す
る
思
い
の
伝
わ
る
写

真
や
地
域
の
環
境
美
化
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
様
子
を
収
め
た
写
真
を
提
供

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
社
会
奉
仕
の

日
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
た
め
に
１

年
を
通
し
て
計
画
的
に
活
動
し
て
い
た

だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
、
会
員
の
皆
様
の
で
き
る

範
囲
で
、
地
域
と
の
か
か
わ
り
を
築
い

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

宮城野区：善寿会

泉区：将監南寿会

若林区：新寺第一福壽クラブ 太白区：伊達なクラブ上町 

青葉区：子平町百寿会

社会奉仕の日　社会奉仕の日　
　　　活動報告　　　活動報告
会員一丸となって
地域の美化に努めました
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私たちは仙台市老人クラブ連合会を応援しています（西部版）

若
手
部
企
画

若
手
部
企
画  

川
柳
募
集
結
果
に
つ
い
て

川
柳
募
集
結
果
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
は
、「
七
夕
」「
浴

衣
」
と
い
う
題
で
１
人
２
句

ま
で
の
応
募
と
い
た
し
ま
し
た

が
、
72
人
の
方
か
ら
１
４
３
句

の
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。
応

募
さ
れ
た
作
品
に
つ
い
て
は
、

川
柳
宮
城
野
社
主
幹
、
宮
城
県

川
柳
連
盟
理
事
長
、
雫
石
隆
子

先
生
に
依
頼
し
選
句
と
講
評
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
先
生
の
講
評
等
に

つ
き
ま
し
て
は
、
各
単
老
会
長

さ
ん
あ
て
に
通
知
し
て
お
り
ま

す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
今
後

も
日
々
の
生
活
の
中
で
川
柳
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

雫
石
隆
子
先
生
か
ら

七
夕
と
浴
衣
の
作
品
を
楽
し

く
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
明
け
の
解
放
感
、
伝
統
行
事

と
浴
衣
姿
へ
の
想
い
が
五
七
五

に
溢
れ
て
お
り
ま
し
た
。
ご
健

吟
を
祈
り
ま
す
。

入
選
作
品
の
紹
介

課
題
「
浴
衣
」

【
入
賞
】

ビ
キ
ニ
か
ら
浴
衣
が
似
合
う
年
と
な
り

　
　
　
　
　

泉
区　
　
　

坂
爪　
　

卓

ふ
っ
と
ば
す
今
年
の
夏
を
浴
衣
き
て　

　
　
　
　
　

太
白
区　
　

沼
田　

敏
子

大
輪
の
夜
空
見
上
げ
る
浴
衣
連
れ　
　

　
　
　
　
　

泉
区　
　
　

庄
司　

芳
次

孫
達
の
崩
れ
た
浴
衣
笑
み
こ
ぼ
れ　
　

　
　
　
　
　

太
白
区　
　

阿
部　

眞
一

浴
衣
着
て
七
夕
散
歩
若
返
り　
　
　
　

　
　
　
　
　

泉
区　
　
　

鈴
木　

健
治

【
秀
逸
】

盆
お
ど
り
浴
衣
す
が
た
に
母
想
う　
　

　
　
　
　
　

若
林
区　
　

片
岡　

悦
子

初
浴
衣
い
じ
わ
る
風
に
裾
乱
し　
　
　

　
　
　
　
　

青
葉
区　
　

岩
井　

邦
夫

糊
こ
わ
き
浴
衣
の
匂
い
夏
と
な
り　
　

　
　
　
　
　

泉
区　
　
　

原
田　

昭
穂

【
特
選
】

美
人
画
の
浴
衣
の
う
な
じ
風
過
ぎ
て　

　
　
　
　
　

泉
区　
　
　

吉
田　

弓
子

〈
評
〉
ふ
っ
く
ら
と
し
た
浴
衣
姿
の
美
人
画
。
下

五
の
措
辞
が
、そ
の
画
か
ら
感
じ
得
た
も
の
で
し
ょ

う
。
他
と
は
違
う
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
光
り
ま
す
。

老
人
会
浴
衣
の
帯
も
ゆ
る
や
か
に　
　

　
　
　
　
　

若
林
区　
　

飯
村　

重
子

〈
評
〉
老
人
会
の
楽
し
さ
を
作
品
が
示
し
て
い
ま

す
。
帯
を
ゆ
る
や
か
に
結
び
、
お
仲
間
と
の
時
間

を
過
ご
す
、
夏
の
日
の
素
敵
な
一
日
が
見
え
ま
す
。

課
題
「
七
夕
」

【
入
賞
】

笹
飾
り
星
に
手
合
わ
す
小
さ
き
子　
　

　
　
　
　
　

太
白
区　
　

 

匿
名
子

か
い
し
ょ
な
し
年
に
一
度
の
逢で

い
と瀬
と
は　

　
　
　
　
　

太
白
区　
　

佐
藤　
　

実

手
造
で
想
い
を
込
め
た
七
夕
を　
　
　

　
　
　
　
　

太
白
区　
　

原
谷　
　

毅

コ
ロ
ナ
明
け
七
夕
祭
り
出
掛
け
た
い　
　

　
　
　
　
　

泉
区　
　
　

小
澤　

慶
子

サ
ワ
サ
ワ
と
は
る
か
幼
日
星
ま
つ
り　
　

　
　
　
　
　

泉
区　
　
　

吉
田　

弓
子

【
秀
逸
】

七
夕
は
愛
別
離
苦
の
裏
舞
台　
　
　
　

　
　
　
　
　

太
白
区　
　

山
口
眞
喜
男

七
夕
や
今
日
見
る
幸
を
良
し
と
す
る　

　
　
　
　
　

宮
城
野
区　

佐
山
き
よ
子

織
姫
を
泣
か
す
な
列
島
水
浸
し

　
　
　
　
　

泉
区　
　
　

佐
藤　

十
八

【
特
選
】

吹
き
流
し
八
波
の
波
が
見
え
か
く
れ

　
　
　
　
　

泉
区　
　
　

村
井　

重
子

〈
評
〉
新
コ
ロ
ナ
も
５
類
に
な
り
、
制
約
か
ら
解

放
さ
れ
て
行
事
や
集
ま
り
も
増
え
た
の
で
す
が
、

人
出
と
感
染
数
は
比
例
で
す
。
中
七
の
措
辞
が
良

い
で
す
ね
。

熱
帯
夜
天
の
川
に
て
泳
ぐ
夢

　
　
　
　
　

泉
区　
　
　

浦
島　
　

巖

〈
評
〉
九
月
に
入
っ
て
も
猛
暑
日
で
、今
年
は
記

録
的
な
暑
さ
で
す
。天
の
川
を
泳
ぐ
、と
言
う
句
が

ら
が
大
き
く
、ま
さ
に
令
和
五
年
夏
の
秀
句
で
す
。

第127号15 伊達なクラブ仙台伊達なクラブ仙台



私たちは仙台市老人クラブ連合会を応援しています（西部版）

スポンサーへの御礼　�本紙の発行に際しましてご協賛いただきましたスポンサー各位に厚く御礼申し上げます。今後とも倍旧のご厚誼を賜りますようお願い申し上げます。

編編  

集集  

後後  

記記

コ
ロ
ナ
感
染
も
一
段
落
し
、

忘
れ
か
け
て
い
た
日
常
が
少
し

ず
つ
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
原
稿
を
寄
せ
て

く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

初
冬
の
仙
台
は
、
赤
や
黄

色
の
落
葉
で
色い

ろ

彩ど

ら
れ
、
舗
道

は
素
敵
な
ジ
ュ
ウ
タ
ン
を
敷
き

詰
め
た
よ
う
で
す
。
ぜ
ひ
、
散

歩
に
出
掛
け
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。冬

ご
も
り
せ
ず
、
積
極
的
に

人
生
の
「
時
間
」
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

（
企
画
広
報
部
長　

野
田　

幸
代
）

　令和5年7月3日（月）、市制施行１３４周年　令和5年7月3日（月）、市制施行１３４周年
記念式が仙台国際センターで挙行され、本会記念式が仙台国際センターで挙行され、本会
の久道悦子会長が健康・福祉功労の市政功労の久道悦子会長が健康・福祉功労の市政功労
者として表彰されました。また、9月１日国務者として表彰されました。また、9月１日国務
大臣内閣府特命担当大臣から令和５年度エイ大臣内閣府特命担当大臣から令和５年度エイ
ジレス章を受章いたしました。ジレス章を受章いたしました。
　内閣府では、エイジレス・ライフ（年齢にと　内閣府では、エイジレス・ライフ（年齢にと
らわれず自らの責任と能力において自由に生きらわれず自らの責任と能力において自由に生き
生きとした生活を送ること）を実践している高生きとした生活を送ること）を実践している高
齢者の事例を毎年広く紹介し、国民の参考にし齢者の事例を毎年広く紹介し、国民の参考にし
てもらっています。選考されたエイジレス・ライフ実践者に対し「エイジレス章」を章する書状を交付てもらっています。選考されたエイジレス・ライフ実践者に対し「エイジレス章」を章する書状を交付
するとともに記念の盾が授与されます。するとともに記念の盾が授与されます。
　令和５年度は、本会の久道悦子会長が受章しました。　令和５年度は、本会の久道悦子会長が受章しました。1010月月2626日（木）、仙台市役所において式典が日（木）、仙台市役所において式典が
あり、久道会長に対して加藤邦治市健康福祉局長から内閣府特命担当大臣名の書状と盾が授与されまあり、久道会長に対して加藤邦治市健康福祉局長から内閣府特命担当大臣名の書状と盾が授与されま
した（写真）した（写真）。。また、また、1111月8日（水）兵庫県姫路市で開催された内閣府が主催する「高齢社会フォーラム」月8日（水）兵庫県姫路市で開催された内閣府が主催する「高齢社会フォーラム」
では、全国を６つのブロックに分け活動事例の紹介がされましたが、北海道・東北ブロック代表としでは、全国を６つのブロックに分け活動事例の紹介がされましたが、北海道・東北ブロック代表とし
て久道会長の活動が事例紹介されました。て久道会長の活動が事例紹介されました。

老人クラブでは、一貫して男性中心の老人ク
ラブ組織の現状を踏まえ、男女による格差の
ないクラブ活動の推進に向け、女性の会長職
などの登用のために女性部活動の強化やリー
ダーとなる人材の意識啓発、育成に努め、男
女がともに参画できる男女共同参画社会の実
現に貢献してきた。

【エイジレス・ライフの概要】

おめでとうございますおめでとうございます
―市政功労者表彰―
―エイジレス章受章―　
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